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アサーション行動尺度における信頼性・妥当性の検討
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Development of Psychological Assertion Behavior Scale and 
Investigation of Its Reliability and Validity
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問題と目的

近年，職場の人間関係や中・高・大学生における友人関係のあり方など，対人場面における関
係形成について見直されている．とくに，人間関係の希薄化が主張されるようになり，ライフイ
ベントの体験を通して獲得されるはずである社会的スキルが不十分であり，適切に自分自身の感
情や考えを表現できない傾向にあることが指摘されている（廣岡・廣岡，2002）．このような対
人関係における特徴は，とくに青年期に多くみられる．
本来，心理・社会的変化とともに，青年期の発達課題である自己の模索および自己の確立に取

り組もうと試み，その中で感じる不安定感や疎外感を解消するために，親しい友人関係を望み，
形成するよう努める．しかし，現代の青年における友人関係の特徴として，他者からの視線に気
を遣い，自分自身への関心からも対人関係からも退却してしまうという特徴を持つ一方で，表面
上の比較的軽い付き合いを望む傾向にあることが指摘された（岡田，1995，1999）．また，橋本
（1997）は，大学生において円滑な人間関係の形成および維持が中心的な課題であることを指摘
している．そのため，意見の対立など友人との衝突を避けようとし，率直な感情表現をせず自己
主張をしない傾向にある一方で，価値観の共有や率直な自己表明が可能な関係性をも望んでいる
（柴橋，2001，2004）．
つまり，表面的に楽しく円滑な友人関係を望むあまり，過度に気を配り，遠慮して率直な自己
表明および感情表出が行えない傾向にある．この傾向が，感情の保持・蓄積を促し，結果的に攻
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撃行動など不適切な感情表出および自己表明につながる．このことは，橋本（1997）による日常
のコミュニケーションにおける，過度な遠慮や気配りによる精神的疲労である「対人磨耗」とい
うストレス事態に該当する．さらに，適切な自己表明および感情表出が行えないことが，過度な
不安や抑うつなど，心理的健康にネガティブな影響を及ぼすことも指摘されている（内田・山崎，
2008）．
以上のことから，青年期における対人関係の傾向として周囲に対する過度な遠慮や配慮，自分

の気持ちを適切に伝えることが不得意であるといえる．このことが要因となり，心理的ストレス
の蓄積や心理的健康に対するネガティブな効果に発展すると考えられ，適切な感情表現などコミ
ュニケーション・スキルについて検討されるようになった．
そこで，適切な自己表現を可能とするコミュニケーション・スキルとしてアサーション・トレ

ーニング（以下，AT）が注目されている．
Wolpe（1958）が神経症の治療において，アサーション（主張反応）が不安の抑制に有効な反

応の一つであることを報告した．この主張行動の重要性に着目し，不安に拮抗する反応として，
怒り感情の表出を含む行動療法の一技法として主張訓練法（AT）が開発された．主張訓練法は，
主として対人関係上の問題を抱えた個人を対象に主張的行動の訓練を行い，それを通して対人不
安の除去や適切な社会技能の形成をはかる治療技法として用いられた．

McFall & Lillesand（1971）は，これまでに ATの実証研究が少なかった理由として，定義が不
明瞭であったことを指摘している．具体的には適切な自己主張とされるアサーションと，不適
切な自己主張である攻撃的行動が明確に区別されていなかった点である．アサーションの定義
は「肯定的結果を招く行動（Rich & Schroeder, 1976）」，「自己表現（Rathus, 1973）」，「個人の権
利の主張（Alberti & Emmons, 1970）」など多様であり，定義が拡散している．Galassi & Galassi

（1978）は「アサーティブ行動は他の行動的概念と比べて，セラピストの理論や価値観に依存し
て定義される」と述べ，アサーションにおける定義の不確定さを指摘している．
明確な定義の検討を背景に，自己主張を適切にする要素が検討され，なかでも「単なる自己主
張」に「付加的な言葉」を加えることの効果が多く検討された．例えば，「共感的な自己主張」
が通常のアサーションと比較して，より親切で敵対性が低いと評価されることが報告されている
（Woolfolk & Dever, 1979）．さらにWildman（1986）は，付加的な言葉がなくても，主張行動と同
時にちょっとした会話を行うことでアサーションのネガティブな面が解消されることを示した．

Linehan，Heard，Armstrong（1993）は，それまでのアサーションの定義が自己主張における
「明確さ」や「直接さ」といった形態的側面から捉えられてきたことに対し，自己主張の機能
的定義の有効性を改めて説明し，これまでのアサーションに代わるものとして「対人的効果性
（interpersonal effectiveness）」の概念を提案した．対人的効果性とは，3つの目標を想定しており，
それぞれ，「自らの目標獲得」，「相手との関係性維持・改善」「自尊心の維持・向上」の効果的な
達成を意味するスキルである．Linehan他（1993）は境界性人格障害患者のための認知行動療法
である弁証的行動療法を開発し，この中に ATを組み込んだ．
日本においては，平木（1993）による本が出版され，アサーションという言葉が広く認知され

るようになり，心理・教育・産業など多くの場面で実践されるようになった．日本におけるアサ
ーションは，「他人の権利を侵害することなく，個人の思考と感情を敵対的ではない仕方で表現
する行動」のことで（濱口，1994），精神的健康と良好な人間関係とをもたらす行動であると定
義されている（平木，2005；中釜，2005）．また，柴橋（1998）はこの定義にもとづき，「自分の
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考え，気持ちなどを正直に，率直に，その場にふさわしい方法で表現し，相手も同じように発言
することを奨励する態度」であると定義している．すなわち，アサーションは従来の定義に加え，
関係の調整と維持，その場に適していると判断するモニタリング能力などの側面を含むことが示
された．
アサーションの実証的研究として，村山・山田・峰松・冷川・田中・田村（1991）は，アサー
ションを測定するための尺度を検討した．その結果，自己主張の難易度の次元を測る Restriction

尺度と自己主張が他者に不快感を与える程度を測る Assertion-Aggression尺度の 2因子解構造の
尺度が作成された．村山他（1991）は作成した尺度を用いて，精神的健康との関連性を検討し，
自己主張が抑制傾向にあると心理的問題を抱えやすいことを示唆している．尺度研究に関して，
高橋（2006）は，従来の尺度は，尺度により測定する概念が異なること，また，適切な自己表現
や関係の調整・維持に関する定義が含まれているにも関わらず，あまり考慮されていないことを
指摘している．
以上のように，アサーションに関して研究されているものの，アサーションの定義は統一され

ていない．また，尺度を用いて測定している研究が少ない反面，使用された尺度の信頼性・妥当
性が検討されていないことが多い．さらに，心理的健康との関係性をみた実証的研究は少ない．
そこで本研究では，アサーションを行動であると捉え，アサーション行動における尺度の作成

および信頼性・妥当性の検討，心理的健康との関係性について検討することを目的とする．なお，
本研究ではアサーション行動を柴橋（1998）の定義を参考に「自己主張」，「他者尊重」，「関係の
維持・向上」，「適切な自己統制」の観点から検討する．また，心理的健康との関係性については，
心理的ストレスとアサーション行動との関連性を検討する．村山他（1991）の結果からも，心理
的ストレスとアサーション行動は，負の相関関係にあることが推測され，これを仮説とする．

方法

調査対象者
調査対象者は 4年制大学に通う男子大学生 65名（平均年齢 20.43歳，SD＝1.17），女子大学生

81名（平均年齢 19.94，SD＝0.81）の計 146名（平均年齢 20.16，SD＝1.01）であった．さらに，
性別および年齢が不明であった 2名を追加した計 148名を分析対象とした．

調査期間
2009年 12月 11日（金）から 18日（金）にかけて行った．

手続き
集団法による調査を実施した．質問紙は協力を依頼したうえで配布し，調査対象者の回答後，

即時回収した．なお，対象者に対する倫理的配慮として，調査への参加は自由であること，プラ
イバシーは保護されることに関して口頭およびフェイスシートにて教示した．
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質問紙の構成

アサーション行動尺度
村山他（1991）が作成したアサーション行動尺度（65項目）のうち，Assertion-Aggression尺
度 35項目を参考に，平木（1993）が作成したアサーティブ行動チェックリスト 10項目と，他者
尊重およびモニタリングに関する項目 6項目を追加したもの（51項目）を用いた．追加した項
目は，他者尊重およびモニタリングに関連すると考えられる項目を先行研究の結果を参考に作成
した．なお，Assertion-Aggression尺度において質問紙作成時に項目内容を検討し，不明確である
項目については一部表現の改訂を行った．

ENDCOREs
コミュニケーション・スキルに関する尺度として，藤本・大坊（2007）が作成した

ENDCOREsの全 24項目を用いた．ENDCOREsはコミュニケーション・スキルに関する諸因子
を階層構造に統合したものであり，自己統制・表現力・解読力・自己主張・他者受容・関係調整
の 6因子から構成される．

Stress Response Scale-18（SRS-18）
心理的健康に関する尺度として，鈴木･嶋田･三浦･片柳･右馬埜･坂野（1997）の Stress 

Response Scale-18（以下 SRS-18）の全 18項目を用いた．SRS-18は，抑うつ･不安，不機嫌･怒り，
無気力の 3下位尺度各 6項目から構成される．

基準関連妥当性の検討　

妥当性検討に用いた尺度は，同一概念を測定する尺度を一部援用し，本調査においては
ENDCOREs（藤本・大坊，2007）を用いた．アサーション行動尺度と ENDCOREsは共にコミュ
ニケーション・スキルの概念に含まれることから，両尺度間において正の相関が予想される．

結果処理法
アサーション行動尺度，ENDCOREs，SRS-18において因子分析（主因子法・プロマックス回

転）を行い，各因子得点を算出した．また，各因子における内的整合性を検討するため，信頼性
分析を行った．なお，SRS-18においては尺度の素点から総得点を算出した．
妥当性検討のため，アサーション行動尺度と ENDCOREsの因子得点を用いて，各因子におけ

る Pearsonの相関係数を算出した．さらに，因子得点を用いて，心理的健康度である SRS-18の
各因子および総得点を従属変数，アサーション行動尺度および ENDCOREsの各因子を独立変数
とした重回帰分析（強制投入法）を行った．なお，分析には統計パッケージ SPSSを用いた．

結果

尺度項目の検討
アサーション行動尺度 51項目に対して，因子的妥当性の検討および尺度の精緻化のため，主
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因子法，プロマックス回転による因子分析行った．固有値 1.0以上を基準として因子数を決定し，
16因子が算出された．さらに，共通性が .30以下および因子負荷量が .40以下であった 39項目
を削除して再度因子分析を行い，4因子解 12項目とした（累積寄与率 54.05％）．
第 1因子は「話し合いで反対意見を言うことができる．」，「話し合いで自主的に意見を言うこ
とができる．」など 3項目から構成され，「自己主張因子」と命名した．第 2因子は「相手の意
見を理解するように努める．」，「相手と対等な関係で付き合うことができる．」など 4項目から
構成され，「他者尊重因子」と命名した．第 3因子は「ある場面で求められていることがわかれ
ば，それに合わせて自分の行動を調整していくことはたやすい．」，「ある場面で他のことが求め
られていることに気がつけば，それに応じて自分の行動を調整していくことができる．」など 3

項目から構成され，「客観的自己統制因子」と命名した．第 4因子は「注文した通りでなかった
とき，そのことを言って交渉することができる．」，「レストランで店員にメニューについて質問
できる．」の 2項目から構成され，「説得・交渉因子」と命名した．その結果を表 1に示した．
また，ENDCOREsに対して因子分析を行った結果，藤本・大坊（2007）の 6因子解と異なっ
た結果が得られた．本研究では，先行研究における他者受容因子が，関係調整因子に統合され 5

因子解となった．先行研究を参考に因子名を決定し，第 1因子を「関係調整因子」，第 2因子を
「自己主張因子」，第 3因子を「解読力因子」，第 4因子を「自己統制因子」，第 5因子を「表現
力因子」とした．SRS-18に対して因子分析を行った結果，鈴木他（1997）と同様の因子構造を
得たので，因子名を援用した．第 1因子を「不安・抑うつ因子」，第 2因子を「不機嫌・怒り因
子」第 3因子を「無気力因子」と命名した．

信頼性の検討
尺度の信頼性の検討のため，Crombachの a係数を算出した．その結果，自己主張因子は a＝

.817，他者尊重因子は a＝.712，客観的自己統制因子は a＝.751，説得・交渉因子は a＝.721であ
り，概ね高い信頼性係数を得た．

妥当性の検討
アサーション行動尺度の基準関連妥当性の検討のため，アサーション行動尺度の各下位尺度の

因子得点と ENDCOREsの各下位尺度の因子得点を用いて，Pearsonの相関係数を算出した．そ
の結果を表 2に示した．アサーション行動各下位尺度と ENDCOREs各下位尺度において，一部
低い相関がみられたが，概ね中程度の正の相関がみられた．

重回帰分析
SRS-18の各因子を従属変数，アサーション行動尺度の各因子を独立変数として重回帰分析を

行った．その結果，不安・抑うつにおいて，説得・交渉が有意であった（R＝.27, R 2＝.07, F（1, 

143）＝11.62, p＜ .01）．無気力において，他者尊重が有意であった（R＝.37, R 2＝.14, F（1, 143）
＝22.27, p＜ .01）．不機嫌・怒りにおいてアサーション行動尺度と関連性はみられなかった．そ
の結果を表 3と表 4に示した．また，SRS-18を従属変数，ENDCOREsを独立変数として重回帰
分析を行った．その結果，不安・抑うつにおいて，自己統制が有意であった（R＝.34, R 2＝.12, F

（1, 144）＝18.82, p＜ .01）．不機嫌・怒りにおいて，自己統制が有意であった（R＝.25,  R 2＝.06, F

（1,144）＝9.34, p＜ .01）．無気力において，他者尊重が有意であった（R＝.27, R 2＝.07, F（1,144）
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表 1　 アサーション行動尺度因子分析表（主因子法 , プロマックス回転） 

＝11.44, p＜ .01）．しかし，SRS-18の総得点とアサーション行動尺度および ENDCOREsにおい
て関連性はみられなかった．その表 5，表 6，表 7に示した．
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表 2　アサーション行動各下位尺度とENDCOREs 各下位尺度との相関係数表

考察

因子構造の検討　アサーション行動尺度の因子分析の結果，自己主張，他者尊重，客観的自己
統制，説得交渉の 4つの因子が抽出された．関係の維持・向上に代わり，従来，自己主張に含ま
れてきた概念である説得交渉が，独立した 1因子として抽出される結果となった．因子分析の結
果から尺度の因子的妥当性が保証され，4つの概念が弁別可能であると考えられる．つまり，ア
サーション行動において自己主張できるが客観的に自己統制できていないことや，他者尊重して
いるが説得交渉ができないことなど，何通りかアサーション行動における特徴が推測できる．し
かし，因子間において一部低かったが，概ね中程度の正の相関がみられたことから，各因子は
独立した概念ではなく，アサーション行動における一側面としてとらえるのが妥当である．今後，
従来のアサーション尺度並びにコミュニケーション・スキルの概念との関連性を検討し，尺度の
精緻化を含むアサーション行動について更なる検討の必要性が考えられる．
アサーション行動尺度における各下位尺度においては，高い信頼性が得られたので，安定した

高い内的整合性が示されたと考えられる．一方基準関連妥当性については，アサーション行動尺
度の各下位尺度における因子得点と ENDCOREsの各下位尺度における因子得点と一部低い値を
示したが，概ね中程度の正の相関があることが示され，安定した基準関連妥当性が確認された．
下位尺度ごとに相関を比較すると，アサーション行動における他者尊重および客観的自己統制は
他の下位尺度と比べ，ENDCOREsの関係調整との間で高い相関の傾向にあった．本尺度におい
て，関係の維持・向上に関する項目が他者尊重および客観的自己統制に含まれる結果となったこ
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とが考えられる．従来の尺度には関係調整の概念が不十分であったことからも，従来のアサーシ
ョン尺度よりも本尺度における有用性が示唆された．また，アサーションにおいて関係調整の概
念として他者尊重および客観的自己統制が必要な概念であることが考えられる．しかし，因子分
析の結果，項目が大幅に削除されたことから，本研究における因子分析の結果は必ず他の集団に
おいても同様の結果が得られるとは言いがたいため，削除された項目を含め，尺度の項目内容に
ついて更に検討する必要がある．
関連性の検討　心理的健康とのアサーションおよびコミュニケーション・スキルの関連性の検

討のため，重回帰分析を行った．その結果，アサーション行動において不安・抑うつと説得交渉
との間に負の関連性がみられた．このことから，自分が不利益を被った場合に説得，交渉するこ
とができない度合いが高いと，その際の感情が蓄積されることになり不安や抑うつ反応を示す傾
向にあると考えられる．また，無気力と他者尊重との間に負の関連性がみられた．このことから，
関係形成において他者を受容，尊重する度合いが低い傾向にあると無気力になり，関係を向上さ
せようと試みない傾向にあると考えられる．また，コミュニケーション・スキルにおいて不安・
抑うつおよび不機嫌・怒りと自己統制との間で負の関連性がみられた．このことから，自分自身
の感情をコントロールする度合いが低いと，不安や抑うつ気分が高まり，また，不機嫌になりい
らいらする程度が高まることが考えられる．また，無気力において他者尊重との間で負の関連性
がみられたことから，アサーション行動と同様に関係形成において他者を受容，尊重する度合い
が低い傾向にあると無気力になり，関係を向上させようと試みない傾向にあると考えられる．こ

表 3　不安・抑うつを従属変数とした重回帰分析 表 4　無気力を従属変数とした重回帰分析

表 5　不安・抑うつを従属変数とした重回帰分析 表 6　不機嫌・怒りを従属変数とした重回帰分析

表 7　無気力を従属変数とした重回帰分析
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れらのことから，村山他（1991）の結果と同様，アサーション行動およびコミュニケーション・
スキルと不安・抑うつなど心理的な不健康感との間に負の関連性がみられたことから，仮説は支
持された．すなわち，アサーション行動およびコミュニケーション・スキルが高いほど，心理的
な不健康感が解消されやすく，心理的健康が高まることが推察される。しかし，認められた関連
性における説明率はいずれも低かったことから，今後更なる検討が必要である．

今後の展望
本研究において，アサーション行動尺度を作成した結果，信頼性・妥当性共に安定した結果を

得ることができた．このことから，尺度における安定性が示唆され，アサーション行動の測定に
おける有用性が示された．また，アサーション行動と心理的健康との関連性が示唆されたことか
ら，アサーション・トレーニングなどの実践において，本尺度は有効であると考えられる．しか
し，関係の維持・向上が因子構造に当てはまらなかった点や関連性の説明率が低かった点を含み，
今後，明確な定義付けおよび尺度項目の精緻化など，更なる検討が必要である．
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